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天
龍
歌
留
多
倶
楽
部
主
催
に
よ
る
「
故

立
花
勝
氏
・
故
湯
澤
邦
雄
氏
追
悼
・
第
15

回
道
北
・
道
東
下
の
句
歌
留
多
大
会
」
が
、

て
し
お
温
泉
「
夕
映
」
に
て
、
１
月
20
日

夜
か
ら
21
日
朝
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
町

内
８
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
稚
内
、
幌
延
、

留
萌
、
羽
幌
、
初
山
別
、
旭
川
、
北
見
な

ど
13
市
町
村
32
チ
ー
ム
96
名
が
出
場
し
ま

し
た
。
午
後
７
時
か
ら
の
開
会
式
で
は
島

地
会
長
が
「
４
年
ぶ
り
に
カ
ル
タ
熱
を
爆

発
さ
せ
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
語
り
、
吉

田
町
長
、
浅
野
道
議
に
よ
る
来
賓
挨
拶
、

前
回
大
会
で
優
勝
し
た
枝
幸
町
の
チ
ー
ム

に
よ
る
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
返
還
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
後
８
時
に
試
合
が
開
始
さ

れ
る
と
、
出
場
選
手
た
ち
は
下
の
句
を
読

み
上
げ
る
読
み
手
の
声
と
、
木
札
に
神
経

を
集
中
し
、
掛
け
声
と
と
も
に
木
札
を
取

り
合
う
白
熱
し
た
戦
い
が
、
翌
朝
６
時
頃

ま
で
夜
を
徹
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称

省
略
）。

・
優
勝
「
天
龍
の
姥う

ば
ざ
く
ら桜

」《
天
塩
》
小
澤

志
織
、
多
田
幸
江
、
池
端
健
至

・
準
優
勝
「
北
海
の
乙
女
」《
初
山
別
》

江
端
萌
、
坂
東
隆
之
、
江
端
栞
里

・
３
位
「
白
波
の
波
」《
枝
幸
》
鶴
田
竜
斗
、

小
室
俊
輔
、
八
文
字
大
地

・
４
位
「
聖
林
の
月
」《
北
見
》
久
保
田

俊
章
、
竹
田
望
、
久
保
田
花
恵

　

１
月
26
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

天
塩
中
学
校
・
生
徒
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
除
雪
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
会
の
呼

び
か
け
で
集
ま
っ
た
生
徒
53
名
と
教
員
12

名
が
、「
認
定
こ
ど
も
園
お
ひ
さ
ま
」「
恵

愛
荘
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
か
が
や
き
」「
高
齢

者
住
宅
・
２
軒
」
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分

か
れ
、
約
１
時
間
を
か
け
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
除
雪
を
行
い
ま
し
た
。
前
日
は
、
暴
風

雪
警
報
が
発
令
さ
れ
、
１
日
間
で
約
20
㎝

（
積
雪
深
76
㎝
）
の
降
雪
が
あ
り
、
吹
雪

に
よ
る
吹
き
溜
ま
り
と
な
っ
た
建
物
の
隅

な
ど
を
重
点
的
に
、
ス
コ
ッ
プ
と
ス
ノ
ー

ダ
ン
プ
を
用
い
て
手
際
よ
く
機
敏
な
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
除
雪
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

風
力
発
電
事
業
を
行
っ
て
い
る
合
同
会

社
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
浜
頓
別
は
町
に
楽

器
等
を
寄
贈
し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
同
社
は
、
昨
年
４
～
９
月
に
複

数
の
楽
器
（
バ
リ
ト
ン
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
、

チ
ュ
ー
バ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、

フ
ル
ー
ト
等
）
や
譜
面
台
を
天
塩
中
学
校

に
寄
贈
し
ま
し
た
。
１
月
26
日
、
同
社
グ

ル
ー
プ
を
代
表
し
㈱
ユ
ー
ラ
ス
テ
ク
ニ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
宗
谷
事
業
所
の
小
林
義
和
事

業
所
長
が
来
庁
し
、
吉
田
町
長
よ
り
、
感

謝
状
と
寄
贈
さ
れ
た
楽
器
を
使
っ
て
い
る

天
塩
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
13
名
に
よ

る
御
礼
の
言
葉
が
記
載
さ
れ
た
色
紙
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
演
奏
動
画
が
収
録
さ
れ
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

歌
留
多
大
会
、

４
年
ぶ
り
に
開
催

天
中
生
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪

楽
器
等
を
寄
贈
に
て

感
謝
状
贈
呈

▼天龍歌留多倶楽部の島地会長による開会の挨拶

▼恵愛荘前でボランティア除雪を行う天中生▼感謝状を贈呈されたユーラスエナジーグループ

▼夜通し競い合った「下の句歌留多大会」の様子

1月11日～2月13日
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２
月
13
日
、
千
葉
県
柏
市
に
所
在
す
る
麗

澤
大
学
と
天
塩
町
と
の
包
括
連
携
協
定
の
締

結
式
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
協

定
は
、
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
更
な
る
向
上
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の

人
材
育
成
、
文
化
振
興
、
町
政
振
興
等
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
連
携
協
力
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
式
に
は
、
麗
澤
大
学
の
徳
永

学
長
を
は
じ
め
３
名
の
副
学
長
、
客
員
教
授

で
筑
波
大
学
の
大
澤
教
授
、
天
塩
町
か
ら
は

吉
田
町
長
を
は
じ
め
横
山
町
議
会
議
長
、
副

町
長
、
教
育
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
麗
澤
大

学
は
１
９
３
５（
昭
和
10
）年
に
創
設
さ
れ
、

約
２
５
０
０
人
の
学
生
が
在
籍
し
、
世
界
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版
「
国
際
性
分
野
」
で

全
国
12
位
、
県
内
１
位
の
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

天
塩
町
出
身
で
現
在
、
中
央
大
学
２
年

生
の
島
地
龍
さ
ん
は
、
２
月
に
札
幌
市
で

開
催
さ
れ
た
北
海
道
剣
道
連
盟
主
催
に
よ

る
選
考
会
の
次
鋒
に
お
い
て
大
学
生
の
部

で
優
勝
し
、
４
月
29
日
に
大
阪
市
で
開
催

さ
れ
る
第
72
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣

道
優
勝
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。
２
月
13
日
、
出
場
報
告
の
た
め

吉
田
町
長
の
も
と
を
訪
れ
「
さ
ら
に
レ
ベ

ル
を
上
げ
て
全
国
大
会
で
も
一
層
の
活
躍

を
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
島

地
さ
ん
は
、
６
歳
か
ら
剣
道
を
始
め
、
小

学
生
か
ら
大
会
に
出
場
し
、
中
学
を
卒
業

す
る
ま
で
の
間
、
町
内
の
道
場
で
剣
道
の

修
練
を
重
ね
ま
し
た
。

麗
澤
大
学
と
の

連
携
協
定
締
結
式

剣
道
の

全
国
大
会
に
出
場

▼オンラインによる麗澤大学との連携協定締結式の様子▼剣道全国大会に出場する島地さん

　

改
正
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
が
令

和
５
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
将
来
の
農

地
利
用
に
つ
い
て
明
確
化
す
る
た
め
自
治

体
ご
と
に
地
域
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
か

ら
、
天
塩
町
農
業
委
員
会
は
１
月
31
日
か

ら
地
区
毎
に
５
日
間
に
わ
た
り
農
地
利
用

に
関
す
る
協
議
を
役
場
大
会
議
室
と
雄
信

内
支
所
に
て
行
い
ま
し
た
。
町
内
の
農
業

者
延
べ
38
人
と
農
協
等
関
係
者
延
べ
10
人

が
参
加
し
、
模
造
紙
サ
イ
ズ
に
拡
大
し
た

現
況
農
地
地
図
を
見
な
が
ら
活
発
に
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
同
農
業
委
員
会
で

は
、
協
議
と
農
業
者
へ
の
経
営
意
向
調
査

結
果
を
も
と
に
目
標
地
図
の
素
案
を
作
成

し
、
天
塩
町
が
地
域
計
画
を
令
和
７
年
３

月
末
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

将
来
の
農
地
利
用
に

つ
い
て
協
議

▼農地地図を見ながら意見を交わす農業者と関係者（2 月 2 日）

　

２
月
６
日
、
天
塩
高
校
１
・
２
年
生
57
名

は
、
本
年
度
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
・

高
大
連
携
」
で
学
び
、
提
案
し
た
ア
イ
デ
ア

の
実
現
に
向
け
た
理
解
を
深
め
る
た
め
、
班

ご
と
に
町
内
の
各
店
舗
等
を
訪
れ
、
店
主
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
製
造
体
験
等
を

行
い
ま
し
た
。「
と
ら
や
菓
子
司
」
を
訪
れ

た
生
徒
は
、
自
分
た
ち
が
提
案
し
た
「
夕
日

プ
リ
ン
」
の
案
を
店
主
に
説
明
し
、
プ
リ
ン

の
製
造
体
験
を
し
ま
し
た
。「
㈱
天
塩
の
國
」

の
食
品
加
工
所
を
訪
れ
た
生
徒
は
、
食
品
の

製
造
工
程
や
機
器
、
特
産
品
の
開
発
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
、「
居
酒
屋
は
ま
な
す
」

を
訪
れ
た
生
徒
は
、
鮭
魚
肉
を
用
い
た
ソ
ー

セ
ー
ジ
の
試
作
品
の
製
造
体
験
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

天
高
生
、
も
の
づ
く

り
等
体
験
学
習

▼とらや菓子司の店主から菓子製造について学ぶ天高生


